
  

 

 いつまでも健やかに・・・ 

        ‐‐私たちの願いです。 

第35号 高田病院広報誌 

基本理念/基本方針/患者さまの権利宣言 

診療情報/セカンドオピニオン/個人情報 

新入職者紹介 

看護部コラム「新人教育について」 

リハビリコラム 

「発音とそしゃく嚥下との関わり」 

地域医療連携センターコラム 

「障害福祉サービスについて」 

心理相談室コラム「心理相談室のご案内」 

通所リハビリコラム「木市について」 

イベント 

ボランティア報告 

ボランティア募集・院内勉強会 

平成24年度下半期診療情報報告 

行事予定/編集後記 

低：すべてに謙虚な気持ちで接する 

賞：お互いを思いやり、敬意をはらう 

感：すべてに感謝する     

微：微笑みを添えて、態度で示す 

低 賞 感 微 
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 患者さまの意思と権利を尊重し、 

     「医療人としての感性（低賞感微）」 

          に満ちた医療・福祉活動を提供します.。 

1. 慢性期病院としての豊かな「感性・知識」に基づいたヒューマン・サービスの提供  

 を全職員で目指します。 

2. 地域との連携及び病診連携を図り、在宅復帰に向けたシームレスでしかも一貫した 

 高齢者医療や福祉を目指し、地域社会の幸福に貢献します。 

3. 予防医学（健康診断・人間ドック）の充実を図り、生活習慣病の予防・早期発見を 

 目指し、地域社会の発展に貢献します。 

4. 職員の生活向上と幸福に寄与します。 

 すべての人は、人格を尊重され健康に生きる権利を有しています。患者さまにおかれまして

は、健康を回復し、維持増進するために、医療スタッフの助言協力を得て、患者様の選択のも

とに、最善の医療を受ける事は人として基本的権利です。 

 

【平等で良質な医療を受ける権利】 

  患者さまは本人の経済的社会的地位、年令、性別、疾患の種類などにかかわらず平等で 

  良質な医療を受ける権利が有ります。 

【選択の自由の権利】 

  患者さまは担当医師および医療機関を選択し、または変更する権利があります。またい 

  かなる時でも他の医療機関の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があり 

  ます。 

【知る権利】 

  患者さまは、自らの状況（病名、病状、検査結果）について納得するまで充分に説明を 

  受ける権利があります。 

【自己決定権】 

  患者さまは納得できるまで説明を受けたのち、医療スタッフの提案する医療行為を自分 

  で選択する、同意して受ける、あるいは拒否する権利があります。 

【個人情報の保護】 

  患者さまは、全ての個人情報、プライバシーが守られる権利があります。   

当院では、患者さま・ご家族より診療情報の提供（診療内容の説明）及び開示（カ

ルテ開示）についてお申し出があった際は速やかに対応させていただくシステムに

なっておりますが、提供・開示の際に必要な条件書類等がございます。 

 

  ～診療情報の提供及び開示の条件・必要書類・申請方法～ 

     担当の窓口にて対応させて頂きます。 

     御遠慮なく病棟スタッフへお申し出ください。 
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患者さま・ご家族が、当院で十分納得していただいて、患者さまが主体的に治療を受けて

いただく為に、第三者である他医療機関の医師の診療を受けることについては、それに応

じさせていただいております。 

※セカンドオピニオンとは．．． 

  セカンドオピニオン＝第2の意見。主治医以外の医師の意見。 

  現在の主治医以外の診断や治療方針を聞くことで十分に納得して 

  患者さまご自身が主体的に治療を受けていただく為に実施されて 

  います。 

  『セカンドオピニオン外来』が設置されている医療機関では保険 

  診療が認められ、5,000円で算定されますが、内容によっては自 

  費で10,500円～20,000円支払う所もあります。 

     

 当院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを 

 社会的責務と考えます。 

 個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、職員及び関係者に周知徹底を図  

 り、これまで以上に個人情報保護に努めます。 

 

  １. 個人情報の収集・利用・提供 

    個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集・  

    利用および提供に関する内部規則を定め、これを遵守します。 

  ２. 個人情報の安全対策 

    個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび  

    漏洩などに関する万全の予防措置を講じます。 

    万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。 

  ３. 個人情報の確認・訂正・利用停止 

    当該本人（患者さま）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止  

    を求められた場合には、別に定める内部規則により、調査の上、適 

    切に対応します。 

  ４. 個人情報に関する法令・規範の遵守 

    個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。 

  ５. 教育および継続的改善 

    個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底 

    し、内部規則を継続的に見直し、改善します。 

  ６. 診療情報の提供・開示 

    診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。 

  ７. 問い合わせ窓口 

    個人情報に関する問い合わせは、各部署責任者または以下の窓口を   

    ご利用ください。 

    個人情報保護相談窓口：地域医療連携センター 
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記事担当：阿久根（看護師） 

 

 

記事担当：﨑田（言語聴覚士） 

     冷水（理学療法士） 

 

今回は、食べる事にはあまり関わりのないような口・舌の動き

がどのくらい大切なのか簡単に紹介します  

「ぱ」・・・口唇の動き              

口の周りの筋肉（口輪筋）を使います。食べ物を 

取り込む時や口を閉じて嚥下するのに関連して 

います。 

「た」・・・舌の前方の動き 
食べ物を押しつぶす時の動作と関連しています。 

「か」・・・舌の後方の動き 
食べ物を舌の上に集め、口蓋（上あご）に押しつけて嚥下する動作に 

関連しています。 

「ら」・・・舌の背面（裏）の動き 
舌をそらせる動きは、口の中に入ってきた食べ物を飲み込む前に舌の上にまとめたり

する動作に関連しています。  

【教育担当師長コメント】 
 平成２５年度看護部の新人は、看護師６名、ケアワーカー４名合わせて１０名の新人さ

んが入職してきました。４月～約1ヵ月間集合教育として、プリセプターを含めた指導者

の方のもと様々な研修をこの1ヶ月でクリアしてきました。まだまだ、学ぶことが多い新

人さんですが、これから一年間かけて、教育をしていきたいと思いますので成長を楽しみ

に皆さん暖かく見守って下さい。  

【新人教育コメント】 
・1ヶ月集合教育を受けて、看護技術の基礎から丁寧に講義、

実践、テストと流れがあり、指導していただき、分からない

ことをその日の指導者さんに教えていただき、また質問しや

すい環境でした。研修をすることで、全然何も出来ない状態

から、看護技術・病棟の業務が分かってきて、研修で学んだ

ことを病棟で活かしていきます。 

・今回の集合教育を通し、今まで学生として学んできたこと

に加え、さらなる『看護』について学ぶことができた。ま

た、スタッフ間での連携や報・連・相の重要性も改めて感じ

ることができ、今後、実践していけるように、こまめな声か

けや、分からないことがあったら質問する等、チームの一員

としての自覚を持ち業務に努めたいと感じた。 
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２５年４月１日より、障害者総合支援法が施行されました。 

この法律の施行にともなって障害福祉サービスに様々な変化がありました。 

今回は、その変化点をいくつかご紹介致します。 

 

★ 難病疾患も障害福祉サービスの対象になった！ 

 

 今までは難病の方はサービス対象外でしたが、今回から対象となった１３０疾患の方は医

師の診断書等をもとに各自治体でサービスを支給できるようになりました。（筋萎縮性側

索硬化症・ﾊﾟｰｷﾝｿﾝ病・メニエール病…等） 

 
 

★ 重度訪問介護の範囲が広がった！ 

 

従来は重度の肢体不自由者で常時介護が必要な方が対象であったが、 

その対象を「重度の知的・精神障害者」に拡大します。 

行動援護……いわゆる「見守り」のニーズが精神分野で高い 

とのことで、今回拡大されました。 

行動援護というのは、 知的・精神障害者で常時介護が必要な方が 

行動する際に考えられる危険の回避や介護を提供するサービスのことです。 

 

★先天性の障害や交通事故等での脊椎損傷等で施設入所をされる場合、 

直接施設側との調整ではなく、『指定特定相談支援事業所』への相談という流れに変化し

ました。 

その事業所の『相談支援専門員』が入所希望者の情報をまとめて中～長期的 

なサービス等利用計画書を作成します。今回から施設サービスの利用に 

当ってこの計画書の提出が法律で義務化されました。また、セルフプランといって自分で

作成することも可能ですが、自学自習での作成は困難とのことです。サービス利用計画は

一定期間毎に見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

サービス事業所 相談支援専門員 指定特定相談支援事業所 

※イメージとしては、障害者福祉分野で、介護保険の『居宅支援事業所』 

『ケアマネジャー』と同様の役割を果たしている――とお考えください。  

記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=124k7u0l4/EXP=1370766257;_ylt=A3Jvcn8x6rJREH8An8uU3uV7/*-http%3A/www.civillink.net/fsozai/sozai
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=123slo3su/EXP=1370755392;_ylt=A7dPeCbAv7JRzH0AuwmU3uV7/*-http%3A/www.civillink.net/fsozai/so
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ご家族のみなさま、毎日暑い中、お疲れ様です。 

暑い中、ご自宅と病院の往復されるだけでもぐったりされるのに、重い洗濯物を

持ち帰ったり、入院されているご家族の事が心配で気が休まらなかったりと、入院

生活には患者さまだけでなく、ご家族のご負担も否めません。 

当相談室は、入院・通院されている患者さまはもちろんですが、そのご家族みな

さまからのご相談も承っております。これまでに、 

「入院・通院されているご家族（患者さま）が、最近元気がなくて心配だ」 

「入院されているご家族（患者さま）とうまくコミュニケーションが図れない」 

「入院されているご家族を心配して自分が疲れきってしまっている」 

「病院や職員への希望・不満があるが口に出来ない」 

「退院後の関わり方について知りたい」 

といったご相談を頂いております。スパッと解決！…というわけにはいかないかも

しれませんが、少しでも、解決のきっかけになるような、ご家族のみなさまのお気

持ちが軽くなるようなお手伝いをさせていただければと思っております。 

下記をご参照頂きまして、是非お気軽に当相談室をご利用下さい。 

記事担当：田實（臨床心理士） 

 

対  象   高田病院に入院・通院 

されている方々、 

       またそのご家族 

場  所   心理相談室（高田病院2階） 

申込み方法  お電話にてお申し込み下さい 

         外線 099-226-4325 

         内線 219 

相談時間   月曜日～金曜日 

（午前9時～午後5時） 

       面接時間 一人50分程度 

費  用   無料 
※何かご不明な点がございましたら、お近くの 

スタッフまでお声掛け下さい。 

当院では、このよう

にご相談を承っており

ます。相談に来られた

方のプライバシーは、

厳 重 に 守 ら れ ま す の

で、安心してお申し込

みください。 
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介護給付・予防給付の方を対象にした、通所リハビリテーショ

ンとなっています。医療との連携を図りながら、重度の方の受

け入れもさせて頂いております。是非、御相談下さい。 

 

営業日：月曜～土曜、祝日 ９：２０～１５：３５ 

記事担当：早稲田（介護職） 

当院の通所リハビリではリハビリの一貫として季節に合わせた外出行事を実施してい

ます。  

今回は春に実施した木市見学の様子をご紹介します。 

木市見学を楽しみにされている利用者さまが多く、見学の際は笑顔が見られまた、普

段以上に歩くことへの意欲が向上する方もおりとても喜ばれています。 

                 

○春の木市 
３～５月に甲突川沿いで行われています                 

各地から取り寄せた松や果樹などの植木、花が販売されています。またこの時期は、

甲突川沿いに桜が咲いており綺麗です。 

※入浴、リハビリ等のサービスは午前中に実施し、午後から木市見学に出かけます。    

※目的地までの移動は送迎用の車を使用します。 

※見学の途中で、トイレ休憩、水分補給を挟みます。 

※利用者さまの体調、利用日に合わせ、週に数回分けて行われます。 

 

普段通所リハビリでのレクリエーションは屋内で実施しています。 

風船バレーなど運動を中心したものや連想ゲームなど頭の体操を中心とした内容で計

画しています。 

見学等も随時お受入していますのでお気軽にお立ち寄りください。 

 

※次回の外出行事は９月の中旬に水族館見学を予定しています。  
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記事担当：宮口（総務） 

３月７日  高田病院 通所リハビリ室 

3月7日、2012年度下半期玉昌会合同スタッフ会議が開催されました。玉昌会 鹿児島地区・姶

良地区の役職者が集まり、2012年度の反省と2013年度の目標や取り組みなどを理事長、両地

区理事より発表がありました。 

3月11日～29日の約3週間かけて2013年度の新卒の職員のための新人オリエンテーションが開

催されました。オリエンテーションでは、法人についてや就業規則、人事考課や外部講師による

社会人としての接遇マナー研修、基本的な介助方法の体験、法人の施設見学などを行いました。 

平成25年3月15日（金）ホテル ウェルビューかごしまにおいて、第7回 地域連携Net Works情報

交換会を開催致しました。今回も多くの方々に御参加頂き、充実した時間を提供させて頂くことが出

来たのではないかと思います。今後も継続した開催を！と考えておりますので、【交流の場】として

大いに御活用頂けたらと思います。次回は 平成25年9月20日（金） を予定しております。 

≪参加機関≫ 

○医療機関 18機関（41名） 

○介護保険施設 11機関（22名） 

○居宅介護支援事業所 11機関（34名） 

                 

記事担当：中野（医療ソーシャルワーカー） 

３月１１日～２９日 加治木温泉病院 

記事担当：宮口（総務） 
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3月23日、第13回院内研究発

表会が開催されました。今回

は、全6演題の発表があり、日

頃の研修や研究の成果を発表し

ていただきました。 

4月6日、加音ホールにて2012年度入職者・2013年度新入職者のつどいが開催されました。法

人全体約130名の入職者・新入職者を迎えました。つどいでは、「ＣＣＲＣと高齢者ケアのあり

方」という演題で、九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座 教授 馬場園 明先生に記

念講話をしていただきました。 

5月30日サンロイヤルホテルにて、2013年度新人歓迎会が開催されました。 

新人のみなさんには、毎年恒例の出し物をしてもらい、会場も大変盛り上がりました。 

今後も職員一同一致団結して、一緒に玉昌会を盛り上げていきましよう！！ 

３月2３日 高田病院 通所リハビリ室 

４月６日 加音ホール 

５月３０日 サンロイヤルホテル 

【演題】 
1.足病変の予防の為に～ネイルケアを通して～ 

2.インシデント・アクシデント～リスクマネージャーの取り組み～ 

3.重心計を利用した視覚的体位荷重訓練の試みについての一考察 

4.退院支援についての取り組み 

5.地域連携センター・医療ソーシャルワーカーに求められる役割 

6.左腕の関節拘縮・頸部屈曲の改善への取り組み 記事担当：宮口（総務） 

記事担当：宮口（総務） 

記事担当：宮口（総務） 
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6月20日に4月・5月・6月のお誕生日の患者さまを対象にお誕生会が開催されまし

た。お誕生会では、職員が歌を歌ったり、実習に来ていた看護学生による出し物、

通所利用者さまによる「ふるさと」や「赤とんぼ」などの琴の演奏、職員による劇

「桃太郎」があり、患者さま・利用者さま・御家族さまもたいへん楽しまれている

ようでした。お誕生日おめでとうございます。 

6月20日 通所リハビリ室 

記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

★プログラム★ 

1.開会の挨拶 

2.院長先生のお言葉 

3.歌「季節の歌」 

4.看護学生による出し物 

5.錦翔流大正琴の演奏 

6.劇「桃太郎」 

7.患者さま・お礼の言葉 

8.終わりの言葉 

6月７日・８日 ウェルビューかごしま 

6月7・8日に部署トップ管理者研修が行われました。 

両病院で約50名の管理者の方が、研修に参加し、「法人

の強みと弱みの分析とその改善・克服のための対策につい

て考える」・「管理者としてのコミュニケーションスキ

ル」について学びました。 

同じ立場にある方と悩み等を話し合うことで意見交換や共

有が出来たので、気持ちが楽になった、法人の強みと弱み

の改善や克服をお互い話し合うことだ出来てよかったとい

う意見が多数聞かれました。非常に充実した研修となりま

した。 
記事担当：宮口（総務） 
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記事担当：上坂元（医療ソーシャルワーカー） 

平成25年1月23日～25日の3日間、伊敷中学校2年生7名が職場体験学習のために来

院してくださいました。 

『6階病棟』『通所リハビリ』『HFC堀江（認知症デイサービス）』の3ヶ所に分か

れ、患者さま・利用者さまと交流されていました。  

6階病棟は患者さまとのコミュニケーション・シーツ交換等に取り組まれていました。 

 

通所リハビリテーションでは風船バレーで盛り上がり、学生さんより利用者さまへ切り絵と感謝状

を贈呈されました。 

 

HFC堀江では節分が近づいていたので鬼の面を利用者さまと一緒に作成することで交流をはか

れていたそうです。 

 

＜職場体験学習後の病院に対するイメージの変化＞ 

・患者さんが退院しても面倒を見るところ。 

・患者さんがリハビリ等とても努力している。 

・命の大切さを教えてくれる場所。 

・優しい。ゆっくりリハビリをできる場所。皆が頑張っている所。 

※感想文は誌面の都合により、原文より抜粋・編集しております  
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当院では、鹿児島市社会福祉協議会ボランティアセンターへ登録を行い、 

   ①入院患者さまとの交流を深めて頂ける方 

   ②通所リハビリ利用者さまとの交流を深めて頂ける方 

   ③通所リハビリ職員の業務補佐をして頂ける方 

   ④院内託児所において子供の世話をして頂ける方 

   ⑤行事の催し物で演奏・演芸等を披露して頂ける方 を常に募集しています。 

ボランティア受付窓口として、地域医療連携センターが設置されていますので、 

お気軽にお問い合わせ下さい。（担当：上坂元） 

  【お問い合わせ】 

   高田病院 代表 099-226-4325（内線 388/389） 

   直通 099-226-4361 

   AM 9：00 ～ PM 5：00 ※日曜・祝日は不在となります。 

  参 加 率 

 【2月】 災害看護について ６４％ 

   【3月】 医療安全について 

倫理について 

AEDの使用について 

４１％ 

７２％ 

４５％ 

【4月】 考え方のスキル～リフレクションの基本～ 

医療実践につなげる感染防止対策 

接遇について 

虐待及び暴力行為について 

７６％ 

７５％ 

８８％ 

８５％ 

 

  

記事担当：教育委員会 
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10月 11月 12月 1月 2月 3月

平均在院日数

高田病院 全国平均

86.0%

91.0%

96.0%

101.0%

10月 11月 12月 1月 2月 3月

病棟稼働率

高田病院 全国平均

Ⅸ: 循環器系の疾患, 38.0%

ⅩⅣ尿路性器系の疾患, 17.2%

ⅩⅨ: 損傷、中毒およびその他

の外因の影響, 13.5%

ⅩⅢ: 筋骨格系および結合組織

の疾患, 12.9%

Ⅵ: 神経系の疾患, 6.7%

Ⅹ呼吸器系の疾患, 3.1%

Ⅱ: 新生物, 3.1%Ⅳ: 内分泌、栄養および代謝疾

患, 1.2%

Ⅰ: 感染症および寄生虫症, 

1.2%

ⅩⅡ: 皮膚および皮下組織の疾

患, 1.2%

ⅩⅩⅠ: 健康状態に影響をおよ

ぼす要因および保健サービス

の利用, 1.2%

ⅩⅦ：先天奇形、変形および染

色体異常, 0.6%

疾患別患者数（ICD10による分類）

Ⅸ: 循環器系の疾患 ⅩⅣ尿路性器系の疾患

ⅩⅨ: 損傷、中毒およびその他の外因の影響 ⅩⅢ: 筋骨格系および結合組織の疾患

Ⅵ: 神経系の疾患 Ⅹ呼吸器系の疾患

Ⅱ: 新生物 Ⅳ: 内分泌、栄養および代謝疾患

Ⅰ: 感染症および寄生虫症 ⅩⅡ: 皮膚および皮下組織の疾患

ⅩⅩⅠ: 健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用 ⅩⅦ：先天奇形、変形および染色体異常

男性

50%
女性

50%

性別

鹿児

島市

86%

姶良

市

4%

その他

県内

7%

県外

5%

地区別

転院

22%

施設

10%
退院

10%軽快

25%

治癒

5%

死亡

30%

不変

2%

転帰

記事担当：診療情報管理委員会 

診療情報管理員会より高田病院の平成24年度下半期の診療実績の報告をさせていただきます。 
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 【編集後記】 

 今回の表紙はひまわり畑です。夏の代表的な花と言えばひまわりですが、ひまわりがキク

科の花の仲間ということはご存じでしょうか？ 

ひまわりの語源は「日廻り」、つまり日を追って回る花という意味だそうです。 

実際に若い茎や咲き始めの花は太陽を追って回ります。しかし、花がよく開いた後は動かな

くなり、多くの花は東向きに咲くそうです。そして、茎は、太陽の光をより多く受け、より

多くの養分を作るために太陽を追って回ります。光が当たらない部分では成長ホルモンの濃

度が高くなり、光が当たる部分より早く成長するため、茎は光の方へ曲がります。これに

よって太陽を追う動きとなりそうです。 

                                 （編集委員：宮口） 

※なお、本掲載分の個人名・団体名につきましては、個人情報保護法に基づき、 

本人または御家族の同意を得て掲載されております。 

※職員による手作りの為、誤字・脱字があるかもしれませんが、ご了承ください。 

日本医療機能評価機構認定病院とは．．． 

質の高い医療サービスの提供を支援する目的で、第三者として中立的な立場で病院機能を評価する

（財）日本医療機能評価機構に認定された病院です。 

医療法人 玉昌会 高田病院 
●内科（人工透析含む） ●消化器科 ●泌尿器科 

●リハビリテーション科 ●循環器科 ●皮膚科 

〒892－0824 鹿児島市堀江町５番１号 

TEL  099－226－4325 

FAX  099－222－8386 

URL  http://www.gyokushoukai.com 

日本医療機能評価機構認定病院 ISO9001取得

 
診 療 

科目 

 

 

★買い物訓練 

★外出行事 

皆さまからご好評を頂いており 

随時行っていく予定です。 

 8月 納涼ビアパーティー 

階層別宿泊研修① 

  9月 誕生会 

階層別宿泊研修② 

  10月 合同スタッフ会議 


